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事業者名及び代表者名

株式会社カネゼン

代表取締役　田村敦史

所在地

※枕崎工場は2023年に拡大審査 受審予定

環境管理責任者、事務局連絡先

事務局担当者
054-623-1156

takuya.unno@kanezen.co.jp

事業活動の内容

削り節、削り節加工品、成形節、荒節の製造

事業の規模

事業年度

毎年1月1日～12月31日

レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポートの運用期間 2022年1月1日～2022年12月31日

環境経営レポートの発行日

対象範囲

※枕崎工場は2023年に拡大審査 受審予定

⑦

2023年3月22日

⑧

合計 1,241 59 8,093 1,362

活動 削り節、削り節加工品、成形節の製造

対象組織 本社　第二工場　第三工場

枕崎工場 鰹節（荒節） 505 19 3,876 729 16 3,876

第三工場 成形節 493 12 1,293 466

62 8,093

⑥

24 2,153

第ニ工場 削り節加工品 34 8 771 34 10 771

本社 削り節 209 20 2,153 132

12 1,293

③

環境管理責任者 海野拓也

川村里江子

TEL

Email

第三工場 静岡県焼津市惣右衛門1280-14 認証対象

従業員 延床面積

（t） （人） （m2） （t） （人） （m2）

④

⑤

主な

製品群

2022年 2021年
生産量 従業員 延床面積 生産量

①

②

事業所名 所在地 エコアクション21 他の取得認証等

１．組織の概要

静岡県ミニHACCP

枕崎工場 鹿児島県枕崎市仁田浦町22 認証対象外※ 大日本水産会HACCP

本社 静岡県焼津市一色166-1 認証対象 FSSC22000　Ver5.1

第二工場 静岡県焼津市惣右衛門1133-8 認証対象 大日本水産会HACCP
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 株式会社カネゼンは、社是及び食品安全方針に基づき、「安心・安全・信頼」の三つの柱を基本にお客様

のさわやかライフに貢献していきます。

 地球環境保全は食品安全とともに経営の最重要課題の一つであることを認識し、持続可能な社会の実

現に向け、以下の行動指針に基づき企業活動に取り組みます。

【行動指針】

１．環境負荷の低減と環境保全活動に取組みます

４） 化学物質の適正管理

５） 食品廃棄物再生利用95％以上維持

２） 社内においては、全従業員にこの基本理念及び基本方針を周知し、全社員参画による取り組みを目指

します

これら活動を通じて、SDGsが掲げる目標実現に努めていきます。

制定： 2020年9月1日

田村 敦史
代表取締役

改訂： 2022年3月1日 2版

２．環境関連法規、条例、規制基準を遵守します

１） 省エネ（電気・化石燃料）推進によるCO2削減

２） 廃棄物の３R（Reduce/Reuse/Recycle）推進による排出量削減

３）

３．環境に配慮した製造活動を中心に環境経営の継続的改善を行います

４．環境コミュニケーションを積極的に実施します

１）
社外においては、環境活動レポートを公開し、利害関係者とのより良いコミュニケーションを実践します

用水使用量の削減

２．環境経営方針

【基本理念】
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部分

【関係者の権限と役割】

３．実施体制

作成日 2023年3月1日

経営責任者 対象範囲

（代表取締役社長）

田村 敦史

段階的認証（枕崎工場対象外）

環境管理責任者

※2023年に拡大審査

受審予定

経営責任者 環境管理責任者

① 環境経営全般に関する責任と権限 ① 環境経営システム全般の運用・管理

② 環境管理責任者の任命 ② 環境経営目標及び環境経営計画の作成

（生産本部製造管理課）

海野　拓也

EA21事務局

（管理本部総務課）

川村　里江子

本　社 第二工場 第三工場 枕崎工場

（工場長）

佐野 武明

（工場長）

山口 陽

（工場長）

三浦 一馬

（工場長）

下之園 哲也

⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し・指示

⑦ 実施体制の構築

EA21事務局 各部門長

① 環境負荷データの集計 ① 部門の問題点把握と是正対策の実施

③ 環境経営に必要な資源の準備 ③ 取組状況の経営責任者への報告

④ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする ④ 環境教育の企画・計画立案

⑤ 環境経営方針の制定及び改訂

⑤ 環境関連法規等の遵守状況のチェック

⑥ 文書・記録の管理 その他の従業員

⑦ 環境教育の企画・計画立案、教材作成・実践指導 ① エコアクション21活動を推進する

② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理 ② 部門取組状況の事務局への報告

③ 環境経営レポートの作成 ③ 部門の従業員教育

④ 環境負荷 及び 環境への取組 の自己チェックの実施
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 当レポートより、これまで段階的認証により対象外となっていた枕崎工場のデータを加えます。

 これに伴い、基準年を改めて設定し直し（2021年を基準年とする）、目標を立てました。

※購入電力の排出係数は「電気事業者別排出係数R３年度実績（中部電力：0.377　九州電力：0.479）」を使用

■目標達成のための手段

■目標達成のための手段

CO2排出量 ton-CO2 1,377.360

製品生産量 ton 1,362

４．環境経営目標、計画

①製品1t当たりCO２排出量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

製品1t当たりCO2排出量 ton-CO2 1.011 1.006 1.001 0.996 0.991

電

気

A 不要時は照明を消す

B サーキュレーター等を併用しエアコン温度を適宜調節する

C エアコンのフィルターを清掃する

D 機器の空運転は必要最小限に抑える

E コンプレッサーの適正稼働を行う

F エアー漏れがないかを確認する

G 効率的な生産を行う

H 使用量をモニタリングする

I デマンド監視装置を活用し、目標デマンド値を超えないよう管理する

J 照明器具を段階的にLED化する

ガ

ソ

リ

ン

軽

油

A 不必要なアイドリングは禁止する

B 効率的なルートを選定する

C 低冷房運転を励行する

D 車両の定期点検を実施する

E 使用量をモニタリングする

F 省エネ車への切り替えを検討する

②製品1t当たり水使用量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

L

P

G

都

市

ガ

ス

A 夏季は温水手洗いを停止する

B 機器の空運転は必要最小限に抑える

C 効率的な生産を行う

D ボイラーの適正稼働を行う

E 蒸気漏れがないかを確認する

F 使用量をモニタリングする

製品1t当たり水排出量 m3 32.2 31.8 31.5 31.2 30.9

水

A 用水を使い終わったら必ず蛇口を閉めることを徹底する

B 配管に漏れがないかを確認する

C 水道メーターをチェックし使用量に異常がないかをモニタリングする

水使用量 m3 43,789

製品生産量 ton 1,362
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■目標達成のための手段

※使用量が少ないため、数値目標は設定せず、モニタリングのみとする。

■目標達成のための手段

■目標達成のための手段

産業廃棄物排出量 ton 104

一般廃棄物排出量 ton 16

③廃棄物排出量の現状維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

廃棄物排出量合計 ton 120 120 120 120 120

一

般

廃

棄

物

A コピー用紙は適宜両面使用する

B 手洗い後の手拭きはペーパータオル1枚を基本とする

C 可燃ごみと資源ごみを分別する

D 排出量をモニタリングする

E 帳票類の電子化を検討する

産

廃

A 印字不良、シール不良による包材ロスを抑える

B 改版、終売に伴う包材の大量処分を抑える

C 排出量をモニタリングする

④PRTR制度対象化学物質 使用量のモニタリング（本社・第二工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

⑤食品廃棄物再生利用率　95％以上維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

PRTR制度対象化学物質使用量 kg 3.5 モニタリングのみ モニタリングのみ モニタリングのみ モニタリングのみ

化

学

物

質

A 該当商品の購入量をモニタリングする

B 該当商品の化学物質排出量をモニタリングする

C 化学物質の安全性に関する情報をSDSにより管理する

再生率 ％ 100 95 95 95 95

残渣

再生

A 生産工程で発生する副産物は、肥料化等で再利用する

B 再生利用実施率をモニタリングする

食品廃棄物発生量 ton 697

再生量 ton 697
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■結果

※購入電力の排出係数は「電気事業者別排出係数R３年度実績」を使用

■考察
①-1　工場別にCO2年間排出量を比較しました。枕崎工場が圧倒的に排出していることが確認できます。

表①-1　工場別CO2年間排出量（ton-CO2）

〇 〇 継続

５．環境経営目標の実績、取組結果

①製品1t当たりCO２排出量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
2021年 2022年

基準年実績 実績

目標未達
CO2排出量 ton-CO2 1,377.360 1,297.352

製品生産量 ton 1,362 1,241

製品1t当たりCO2排出量 ton-CO2 1.011 1.045 （目標）1.006

△ 継続

H 使用量をモニタリングする

項目
環境管理責任者 評価 次年度の

取組み1月～6月 7月～12月

電

気

A 不要時は照明を消す 〇 〇 継続

B サーキュレーター等を併用しエアコン温度を適宜調節する 〇 〇 継続

C エアコンのフィルターを清掃する 〇 〇

I デマンド監視装置を活用し、目標デマンド値を超えないよう管理する

継続

D 機器の空運転は必要最小限に抑える 〇 〇 継続

△ △ 継続

D

〇 〇 継続

B 効率的なルートを選定する 〇 〇

E コンプレッサーの適正稼働を行う 〇 〇 継続

F エアー漏れがないかを確認する 〇 〇 継続

〇 〇 継続

J 照明器具を段階的にLED化する 〇 ○ 継続

G 効率的な生産を行う △

継続

C 低冷房運転を励行する 〇 〇 継続

D 車両の定期点検を実施する 〇 〇 継続

ガ

ソ

リ

ン

軽

油

A 不必要なアイドリングは禁止する

本社 151.002 186.727

E 蒸気漏れがないかを確認する 〇 〇 継続

〇 継続

F 省エネ車への切り替えを検討する △ △ 継続

E 使用量をモニタリングする 〇

第二工場 70.753 71.604

第三工場 311.242 332.709

F 使用量をモニタリングする 〇 〇 継続

評価：○⇒実施、達成　　△⇒一部実施、一部達成　　×⇒未実施、未達成

2021年 2022年

L

P

G

都

市

ガ

ス

A 夏季は温水手洗いを停止する 〇 〇 継続

B 機器の空運転は必要最小限に抑える 〇 〇 継続

ボイラーの適正稼働を行う 〇 〇 継続

C 効率的な生産を行う

枕崎工場 844.363 706.312

合計 1,377.360 1,297.352

※購入電力の排出係数は「電気業者別排出係数
R3年度実績」を使用 0

0.5

1

グラフ①-1工場別CO2年間排出量
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①-2　工場別に生産量を比較しました。本社が生産量を伸ばし、枕崎工場が落ちていることが確認できます。

表①-2　工場別生産量（ton）

①-3　工場別に製品1t当たりのCO2排出量を比較しました。第二工場製品の環境負荷が高いことが確認できます。

表①-3　工場別製品1t当たりCO2排出量（ton-CO2）

①-4　工場別にCO2排出要素の環境負荷（2022年分）を比較しました。

 「本社,枕崎工場の電気料金」「第三工場,枕崎工場のガス料金」を下げることができれば、経済的負担が

 軽減されるとともにCO2排出量の削減にも繋がることが確認できます。

表①-4　工場別 CO2排出要素の比較（2022年分）

本社 132 209

第二工場 34 34

第三工場 466 493

2021年 2022年

本社 1.144 0.893

第二工場 2.081 2.106

第三工場 0.668 0.675

枕崎工場 729 505

合計 1,361 1,241

2021年 2022年

合計

電気使用量 kWh 373,653 106,347 112,609 335,064 927,673

電気料金 円 10,132,602 3,079,626 3,102,211 8,820,843 25,135,282

枕崎工場 1.158 1.399

環境負荷項目 単位 本社 第二工場 第三工場 枕崎工場

LPG使用量 kg 11,393 10,114 0 180,182 201,689

LPG料金 円 1,790,267 1,526,558 0 25,376,708 28,693,533

都市ガス使用量 m3 0 0 128,067 0 128,067

都市ガス料金 円 0 0 13,296,423 0 13,296,423

灯油使用量

ガソリン使用量 ㍑ 5,035 504 456 2,117 8,112

ガソリン料金 円 854,665 85,568 77,418 373,994 1,391,645

軽油使用量 ㍑ 0 0 4,873 0 4,873

軽油料金 円 0 0 505,219 0 505,219

㍑ 0 0 0 144 144

灯油料金 円 0 0 0 17,425 17,425

0
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1
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 CO2の総排出量は減少しましたが、目標設定している「製品1t当たりのCO2排出量」は上昇し、目標未達となりました。

主因は排出量が突出している枕崎工場の生産量が大幅に減少したことに因るものであり、生産量の回復が急務といえま

す。生産量減少の原因は、新型コロナの影響で外国人研修生を確保できず、人員不足により生産が行えなかったことにな

ります。現在は人員も確保できており、生産量は回復傾向にあります。

 目標は未達となりましたがCO2総排出量は減少しており、地球温暖化の緩和には微力ながら寄与できたと思います。しか

しこの要因は生産量の減少に因るものであり、メーカーとしては不本意です。生産量を維持しつつ、CO2排出量を下げてい

くためには、「本社、枕崎工場の購入電気量」「第三工場、枕崎工場のガス使用量」の削減が必要となってきます。製品品

質を落とさずにこれら削減に取り組んでいくことが今後の課題といえます。本社では購入電気量削減策として、太陽光発電

設備の導入を決定し、現在工事進行中です。
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グラフ①-4 2022年CO2排出要素 料金比較（2022年分）
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■結果

■考察

表②-1　工場別 水使用量（m3）

※2021年枕崎工場の数値は一部推測値含む

地下水の水道メーターが未設置であったため。

②-2　工場別に製品1t当たりの水使用量を比較しました。枕崎工場製品の環境負荷が高いことが確認できます。

表②-2　工場別製品1t当たり水使用量（m3）

②製品1t当たり水使用量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
2021年 2022年

基準年実績 実績

目標未達
水使用量 m3 43,789 42,865

製品生産量 ton 1,362 1,241

製品1t当たり水排出量 m3 32.2 34.5 （目標）

評価：○⇒実施、達成　　△⇒一部実施、一部達成　　×⇒未実施、未達成

2021年 2022年

31.8

本社 2,490 3,117

第二工場 2,243 1,107

水

A 用水を使い終わったら必ず蛇口を閉めることを徹底する 〇 〇 継続

B 配管に漏れがないかを確認する 〇 〇 継続

C 水道メーターをチェックし使用量に異常がないかをモニタリングする 〇 〇 継続

項目
環境管理責任者 評価 次年度の

取組み1月～6月 7月～12月

2021年 2022年

本社 18.9 14.9

第二工場 66.0 32.6

第三工場 9,508 9,612

枕崎工場 29,552 29,029

合計 43,793 42,865

第三工場 20.4 19.5

枕崎工場 40.5 57.5

②-1　工場別に 水 年間使用量（上水＋地下水）を比較しました。枕崎工場が圧倒的に使用していることが確認できます。

第二工場は埋設水道管亀裂の影響で2021年の数値が上昇してしまいましたが、補修は完了し適正値に戻っています。
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■結果

■考察

16 20

廃棄物排出量合計 ton 120 116 （目標）120

項目
環境管理責任者 評価 次年度の

取組み1月～6月 7月～12月

 CO2排出量同様、水の使用量も枕崎工場が突出しています。この枕崎工場の生産量が大幅に減少したことにより目標は

未達となりました。前述の通り生産量は現在回復傾向にあり、2023年は数値の改善が見込まれます。

 枕崎工場の製造用水は地下水を使用していますが、これまでメーターが設置されておらず正確な使用量を把握できていま

せんでした。現在はメーターを設置し、2022年1月より毎月計測を行っています。毎月の計測は継続し、異常が見られた

場合は即時対応できる体制を維持していきます。

③廃棄物排出量の現状維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
2021年 2022年

目標達成
基準年実績 実績

産業廃棄物排出量 ton 104 96

一般廃棄物排出量 ton

一

般

廃

棄

物

A コピー用紙は適宜両面使用する 〇 〇 継続

B 手洗い後の手拭きはペーパータオル1枚を基本とする △ △ 継続

C 可燃ごみと資源ごみを分別する 〇 〇 継続

D 排出量をモニタリングする 〇 〇 継続

E 帳票類の電子化を検討する △

評価：○⇒実施、達成　　△⇒一部実施、一部達成　　×⇒未実施、未達成

 目標は達成となりましたが、包材改版に伴う大量処分の発生、手拭きペーパータオル過剰使用は未だ散見されています。

 包材改版は顧客ブランド品によるもので当社側でのコントロールは難しい部分ですが、顧客との連携を密にすることで廃

棄量を最小限に留めていくよう努めていきます。手拭きペーパータオルは今一度材質の見直しと従業員教育を行うことで排

出量削減に努めていきます。

 上記とあわせて、廃プラスチックの再生化を検討していきます。現状廃プラスチックは焼却処分されていますが、固形燃料と

して再生化できる可能性があることを確認しました。2023年中に実現化したいと考えています。

△ 継続

産

廃

A 印字不良、シール不良による包材ロスを抑える 〇 〇 継続

B 改版、終売に伴う包材の大量処分を抑える 〇 △ 継続

C 排出量をモニタリングする 〇 〇 継続
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■結果

■考察

■結果

■考察

④PRTR制度対象化学物質 使用量のモニタリング（本社・第二工場）

項目 単位
2021年 2022年

目標達成基準年実績 実績

PRTR制度対象化学物質使用量 kg 3.5 8.8

697 388

再生率 ％ 100 100

項目
環境管理責任者 評価 次年度の

取組み1月～6月 7月～12月

化

学

物

質

A 該当商品の購入量をモニタリングする ○ ○ 継続

B 該当商品の化学物質排出量をモニタリングする ○ ○ 継続

C 化学物質の安全性に関する情報をSDSにより管理する ○ ○ 継続

項目
環境管理責任者 評価 次年度の

取組み1月～6月 7月～12月

残渣

再生

A 生産工程で発生する副産物は、肥料化等で再利用する ○ ○ 継続

B 再生利用実施率をモニタリングする ○ ○ 継続

評価：○⇒実施、達成　　△⇒一部実施、一部達成　　×⇒未実施、未達成

該当の化学物質は、洗浄剤由来の成分です。

洗浄剤は年間1～3缶程度の使用であり、洗浄剤中の対象化学物質は換算すれば数kg程度にすぎません。

今後も使用量が増える見込みはないことから、数値目標は掲げず使用量のモニタリングを継続していくこととします。

⑤食品廃棄物再生利用率　95％以上維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
2021年 2022年

基準年実績 実績

目標達成
食品廃棄物発生量 ton 697 388

再生量 ton

これらは全量、有価物として引き取られ（一部産廃として引取り）、飼肥料化されるルートが確立されています。

この体制を今後も維持していくことで、目標達成に努めていきます。

評価：○⇒実施、達成　　△⇒一部実施、一部達成　　×⇒未実施、未達成

 製造過程で発生する主な食品廃棄物は以下の通りです。

本社 第二工場 第三工場 枕崎工場

飛散した削り粉、

床に落ちた製品等

製造ラインに残存した製品、

床に落ちた製品等

形状不良品、

床に落ちた製品等

原魚生切り後の 頭、内蔵、

骨等
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　「製品1t当たりのCO2排出量」「同 水使用量」が目標未達となりましたが、原因が明白であり、回復の見込みが立っています。

■枕崎工場の生産量減少について

・新型コロナの影響で外国人研修生が入国できず、人員不足に陥り生産数量を落とさざるを得ませんでした。

・2023年3月現在、規制緩和に伴い人員は確保できており、生産量回復の傾向が見られています。

■CO2排出量削減対策について

・本社の購入電気量対策として、太陽光発電設備の導入を決定しました。現在工事進行中です。

・2023年6月からの稼働を予定しており、電気料金の削減、CO2排出量の削減が期待できます。

以上により、目標は変更せず、継続とします。次年度環境経営目標は以下の通りです。

※購入電力の排出係数は「電気事業者別排出係数R３年度実績」を使用

※使用量が少ないため、数値目標は設定せず、モニタリングのみとする。

６．次年度の環境経営目標

①製品1t当たりCO２排出量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

CO2排出量 kg-CO2 1,377,360 1,297,352

製品生産量 ton 1,362 1,241

水使用量 m3 43,793 42,865

製品生産量 ton 1,362 1,241

製品1t当たりCO2排出量 kg-CO2 1,011 1,045 1,001 996 991

②製品1t当たり水使用量の削減（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

産業廃棄物排出量 ton 104 96

一般廃棄物排出量 ton 12 17

製品1t当たり水排出量 m3 32.2 34.5 31.5 31.2 30.9

③廃棄物排出量の現状維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

廃棄物排出量合計 ton 116 113 116 116 116

④PRTR制度対象化学物質 使用量のモニタリング（本社・第二工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

食品廃棄物発生量 ton 697 388

再生量 ton 697 388

PRTR制度対象化学物質使用量 kg 3.5 8.8 モニタリングのみ モニタリングのみ モニタリングのみ

⑤食品廃棄物再生利用率　95％以上維持（本社・第二工場・第三工場・枕崎工場）

項目 単位
基準年 目標年

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

再生率 ％ 100 100 95 95 95
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■LED照明への段階的切替

（1）本社工場

・ガラ掛け蒸煮ラインの蛍光灯をLED照明に切り替えました。2022年4月

（２）枕崎工場

・乾燥機前、荷捌き室の蛍光灯をLED照明に切り替えました。2022年8月

乾

燥

機

前

切替前 切替後

照度 84ルクス 照度 240ルクス

７．当社の取組み

ガ

ラ

掛

け

蒸

煮

ラ

イ

ン

切替前 切替後

照度 389ルクス 照度 831ルクス

荷

捌

き

室

照度 185ルクス 照度 525ルクス

照度 2倍⤴

照度 3倍⤴

照度 3倍⤴
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（３）第二工場

・釜室の蛍光灯をLED照明に切り替えました。2022年9月

■太陽光発電設備の設置（本社）　※工事進行中
・高騰する電気料金対策として、太陽光発電設備の導入を決定しました。本社の工場棟、冷蔵庫棟の屋根に太陽光パネルを

 設置し自家消費型発電を行う予定です。

・2023年6月～の稼働に向けて工事進行中です。

・設備稼働により、購入電気料金とCO2排出量の削減が期待されます。

釜

室

切替前 切替後

照度 290ルクス 照度 810ルクス

照度 3倍⤴
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■CSR活動

（１）交通安全立哨 実施

・第三工場前道路にて、交通安全立哨実施しています。。※月2回、20分間

・ドライバーに安全運転への注意喚起を促し、地域の交通事故低減を目指して活動しています。

（２）名刺をFSC材質に変更

・名刺材質をFSC材質に変更しました。

・この材質変更に伴い、若干のコストアップとなってしまいましたが、企業として環境配慮を優先しました。

この名刺は環境に配慮した紙を使用しております

第三工場
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（1）環境関連法規の遵守状況

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

冷凍機は専門業者による定期点検の結果、良好な状態を維持できていますが、冷媒ガスにR22が使用されています。

　環境破壊要素のある物質が未だ使用されているというマイナスイメージが定着するとともに、今後修理が必要になった際もガスの

　入手が困難です。2023年は冷凍機の更新を検討していきます。

（2）違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

産廃処理場（廃プラ焼却）の視察　2022/12/9

8．環境関連法規の遵守状況、訴訟などの有無

評価日 2023年3月1日

評価者 環境管理責任者　海野拓也

環境関連法規等の名称 適用される事項 対象設備
評価

本 二 三 枕

○ ○ ○

廃棄物の分別 産廃置場 ○ ○ ○ ○

産業廃棄物管理票の運用、保管 － ○ ○ ○ ○

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 － ○ ○ ○

騒音規制法 機器の異音の確認 コンプレッサー ○ ○

振動規制法 機器の異音の確認 コンプレッサー ○ ○

○

産業廃棄物運搬、処分の契約、契約書の保存 － ○ ○ ○ ○

静岡県産業廃棄物の適正処

理に関する条例

産業廃棄物が運搬又は処分されている施設の状況やその他事項

を実地確認する（1回/年以上）

※鹿児島県は実地確認の義務なし

－ ○ ○ ○

廃棄物の処理及び清掃等に関

する法律（廃棄物処理法）

産業廃棄物保管表示の設置 産廃置場 ○

冷凍機 ○

静岡県生活環境保全条例 機器の異音の確認 冷凍機　クーリングタワー ○

浄化槽法

保守点検

浄化槽

○ ○ ○ ○

1回/年の清掃 ○ ○ ○ ○

1回/年の水質に関する定期検査 ○ ○ ○ ○

食品リサイクル法 食品廃棄物等多量発生事業者の定期報告（毎年6月末） － ○ ○ ○ ○

労働安全衛生法 SDSを管理する － ○ ○ ○ ○

フロン排出抑制法

特定製品を廃棄する際はフロン類回収業者に引き渡す

エアコン

○ ○ ○ ○

第一種特定製品フロン類回収行程管理票の運用、保管 ○ ○ ○ ○

業務用エアコン簡易点検（四半期に1回以上） ○ ○ ○ ○

業務用冷凍機器の定期点検（1回/年以上）

消防法 消防用設備等の定期点検報告（1回/3年） 消火設備 火災報知器 ○ ○ ○ ○
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■環境管理責任者からの報告

■代表者による全体の評価と見直し・指示

項　目 報　告

1 環境経営方針 枕崎工場でキックオフミーティングを行い、方針について説明を行いました。

2 環境経営目標の達成状況 CO2排出量、水使用量が目標未達となりました。

3 環境に関する組織（実施体制含め） 本社工場長が交代しました。

9．代表者による全体の評価と見直し・指示

その他 廃プラスチックの再生化、冷凍機の更新に関し、情報収集を行いました。

項　目 変更の必要性 指示内容等

1 環境経営方針 有 　・　 無
枕崎工場課員への教育は、zoom等活用し、工夫して行うこ

と。

4 環境経営計画及び取組み実施状況 LED照明への切替を進めました。太陽光発電設備の設置工事が進行中です。

5 環境関連法規等の遵守状況 遵守されています。

6 環境コミニュケーション 行政指導および近隣住民からの苦情はありませんでした。

  早いもので2023年は1回目の更新審査を迎える年となりました。ここまで来れたのも中央事務局様、審査員様を

はじめ皆様のご指導の賜物であり、深謝申し上げます。

　さて本年は当社にとって環境管理勝負と年といえます。これまで段階的認証で対象外となっていた枕崎工場です

が、準備が整いましたので拡大審査を受審します。審査をパスし、「段階的」の制限が撤廃された法人としての完全認

証を目指してまいります。本社では太陽光発電が稼働の予定です。高騰している電気料金の削減とともにCO2排出

量の削減にも大きく寄与できるものと期待をしております。

　先に取得した品質管理マネジメントシステムに環境管理マネジメントシステムが加わりました。この２つを両立できて

いる点は、お客様から高く評価いただいております。さらに従業員の意識改革に繋がったことも日々実感しております。

今後も全社一丸で品質管理、環境管理に取り組んでまいります。

2023年3月20日

株式会社カネゼン

代表取締役 田村 敦史

5 環境関連法規等の遵守状況 有 　・　 無 遵守継続。

6 環境コミニュケーション 有 　・　 無 本社、第二工場は引き続き近隣住民に十分配慮すること。

7 その他 有 　・　 無 廃プラの再生化、冷凍機の更新を2023年中に実現すること。

2 環境経営目標の達成状況 有 　・　 無 太陽光発電を最短で稼働させ、目標達成に努めること。

3 環境に関する組織（実施体制含め） 有 　・　 無 品質マネジメントシステムの維持と並行し、活動を行っていくこと。

4 環境経営計画及び取組み実施状況 有 　・　 無 太陽光発電を最短で稼働させること。
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